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【事務局】

1 事務局 上赤　真澄 学校関係者（副校長）

2 事務局 椛島　秀樹 学校関係者（教頭）
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5 事務局 緒方　秀樹 普通科キャンパス代表

6 事務局 筒井　暢一 普通科キャンパス代表

7 事務局 真島　益子 商業科キャンパス代表
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10 事務局 門田　芳彦 コーディネーター
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「地域とつながる魅力ある高校づくり事業」 
 

第 2 回新白石高校活性化チーム会議 
 
「チーム名」について 
 

普通科キャンパス（全生徒から公募） 
 
・「明るい未来へ地域と高校つなぎ隊」 
 
・「夢を形に 魅 あるチーム  ！」 
 
・「夢を形に、未来を笑顔に、地域とつながるチーム」 
 

商業科キャンパス（全生徒から公募） 
 
・「つなぐ∞つながる プロジェクト」 
 
・「地域と高校を一つにするっ隊」 
 
・地域活性化「Kishimaʼｓ」 
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～ ESD in KISHIMA ～   

《プロジェクトの目的》 

生徒達が地域との体験的、実践的な取組を通して、地域資源の発見や見直しを行い、地域課題の解決につながる価値観や行動について考えを深め、地

域を愛する心を育み、持続可能な地域社会を創造できる力を育成する。 

（Education for Sustainable Development） 

「持続可能な社会づくりの担い手を育む教育」を推進する新白石高校プロジェクト 

 

地域に根差した近隣の大学や専門学校等と連携し、体験入学など
を通して進学に対する意識を高揚させ、将来のキャリア形成につ

いて考えるとともに、持続可能な地域社会の創造について考えを
深める。 
《取組事例》大学・専門学校への体験入学 

講演会の開催 等 

 

これまで実施してきた地域ボランティアやシニア層との交流活
動等を継続しながら、地域からの新たな要望についても検討し、
一層の連携を強める。また、生徒が地域の課題に気づき主体的に

解決に向けて取り組む姿勢を養う。 
《取組事例》 地域探究学習、地域ボランティア、シニア向けタ

ブレット教室、地域講師による講演会 等 

 

これまで商業科で取り組んできた「きしま学美舎」の活動をもと

に、地域企業の意見も取り入れながらビジネス実践力を高める取
組を行い、地域経済の現状や課題について考えを深める。 
《取組事例》商工会議所主催等のイベントでの販売実習、企業の

HP 作成、地元企業との共同商品開発 等 

「チーム名」のめざす学校とは？ 
◎ 地域の生徒が行きたいと思う学校 
◎ 地域との連携を通して、探究的・実践的な教育を実現する学校 
◎ 地域活力の向上に生徒自らが貢献できると思うようになる学校 
◎ 地域にとって次代の担い手を輩出する学校 
◎ 地域に愛され、地域に信頼される学校 

/

 

地域の小中学生を対象とし、本校の教育内容の魅力をアピールす
るとともに、小中学生の学習やスポーツへの興味・関心を深め、

地域の活力や魅力の向上に向けて主体的に取り組む。 
《取組事例》スポーツ教室、プログラミング学習、 放課後児童
クラブのサポート 等 

/

大学・専門学校 WG 

小・中学校 WG 

企業連携 WG 

地域連携 WG 

所在は佐賀県の真ん中 

  

新白石高校 

大町町 

商業科 CP 

Plan

Do Check 

Action 

普通科 CP 

江北町 

白石町 

目的の達成に向けた基本方針とは？ 

◎「２つのキャンパス」で学科の強みを活かし 

「３つの町」と連携しながら 

「４つのワーキンググループ」で取り組む 

◎ PDCA サイクルによるブラッシュアップ 

普通科 CP：各教科・科目や総合的な探究の

時間、校外学習、部活動等を通して地域資産

や課題について得た知識や経験を相互に関

連させ、課題解決に向けた探究的な学びを

実施する。 

商業科 CP：商業の専門分野を含む各教科・

科目や課題研究、校外学習、部活動等を通し

て、地域の産業界等と連携・協働しながら、

課題解決に向けた探究的な学びを実施す

る。 

 

２
つ
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 主 な

KPI 

・ルーブリック評価のレベル３以上の生徒の割合

・ワーキンググループ活動に参加した生徒の割合

・志願倍率 
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佐賀県立白石高等学校・杵島商業高等学校・新白石高等学校 地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト ルーブリック評価表
   （   ）年  （    ）組  （    ）号  氏名（                     ）
１ 地域連携事業について
  平成３１年４月から現在までの間、実施した地域連携事業

  カ ワークショップ（魅力ある学校とは？・7/16）  キ ドイツスポーツ団との交流会（7/30）  ク 中学生対象プログラミング教室（8/1）   

  ツ 販売実習（江北イオン・11/9）  テ 販売実習（武雄市・11/16,17)  ト 販売実習（江北町・11/17）  ナ 地域連携アイディア募集アンケート(11月予定） 
  ニ 命の教育講演会（12/4実施予定）  ヌ スポーツ教室（陸上・12月予定）  ネ スポーツ教室（剣道・1月予定）  ノ その他（自主的に活動したボランティア活動など）

２ 地域との連携について、今のあなたに当てはまるものを選んで記号を書きなさい。
指標

(めざす学校像)
資質・能力

（伸ばしたい力）
概要 ① ② ③ ④ ⑤

Ａ
知的好奇心
探究心

地域連携事業を通して、知的好奇心を
刺激され、探究的に学習に取り組もう
とする。

地域社会の現状につい
て、基礎的な知識を
持っている。

地域社会の現状につい
て基礎的知識を持ち、
本やICT等を用いて更に
知識を得ようとしてい
る。

地域社会の現状につい
て知識を得るととも
に、地域課題に関わる
情報を収集している。

地域社会の現状につい
て知識を得るととも
に、地域課題の解決に
日々の学びを活かそう
とする。

地域社会の現状につい
て知識を得るととも
に、地域課題の解決に
向け、主体的により深
く学ぼうとする。

Ｂ
思考力

問題の原因や構造を論理的に深く考
え、因果関係を整理して、課題を理解
することができる。

与えられた情報の内容
を理解・整理すること
ができる。

与えられた情報と学ん
だ知識を関連させなが
ら、掘り下げて考える
ことができる。

情報を収集し、学んだ
知識も合わせて分析・
評価・活用しながら、
課題を発見したり、設
定したりできる。

情報や知識を総合的に
整理し、因果関係を明
らかにして、発見・設
定した課題を構造的に
理解できる。

情報や知識を総合的に
整理し、因果関係を明
らかにして課題を理解
し、解決までの道筋を
つけることができる。

Ｃ
実践力・実行力

掲げた目標や解決したい課題に対し
て、行動を起こすことができる。

全体の目標に対して、
ネガティブな言動をせ
ず達成に向けて努力で
きる。

全体の目標に対して、
ポジティブに達成に向
けて努力できる。

全体の目標に対して、
ポジティブな影響力を
発揮し、達成に向けて
努力できる。

全体の目標に向け、自
らの役割を確実に果た
しながら、自発的に達
成に向けて努力でき
る。

全体の目標に対して、
メンバーに役割を振
り、達成までの道筋を
示しながら諦めずに努
力できる。

Ｄ
自己肯定感

自分を意味ある存在として考え自信を
持ち、課題解決のために自分の役割を
見つけ、全力で取り組み、遂行でき
る。

自分を意味ある存在と
して考え、物事をポジ
ティブに捉えることが
できる。

自分に自信を持ち、与
えられた課題を自分の
こととして捉え、取り
組もうとする。

自分に自信を持ち、与
えられた課題を解決す
るために自分の役割を
見つけ、主体的に取り
組める。

自分に自信を持ち、新
たに生じた課題に対し
て、解決のために責任
を果たす努力をし、全
力で取り組める。

自分に自信を持ち、新
たに生じた課題に対し
て、解決のために自分
の責任を果たし、遂行
できる。

Ｅ
自分を振り返り
（メタ認知力）、
変えようとする力

自分の言動や行動を高次のレベルから
見つめ直し、常に改善しようとする意
識を持ち、次の行動に繋げることがで
きる。

自分を向上させるため
に、自分自身で目標を
立てることができる。

自分を向上させるため
に、自分の目標と現実
の差を見つめることが
できる。

自分の目標に近づく方
策を考え、自ら行動す
ることができる。

自分の目標の達成のた
めの行動を、常に自分
自身で見直して反省し
ながら、学び続け、次
の行動につなげること
ができる。

社会の中での自分の役
割を考えた上で目標を
設定し、過去の行動を
振り返りながら、学び
続け、次の行動につな
げることができる。

Ｆ
マネジメント力

自分や組織での取組を計画性を持って
進めることができる。

指示を受けながら、作
業を自分のペースで作
業を実施できる。

指示されなくても自発
的に、自分のペースで
作業を実施できる。

指示されなくても自発
的かつ責任を持って、
全体スケジュールを意
識しながら作業を実施
できる。

組織で必要とされる複
数の作業を自ら見出
し、全体スケジュール
を意識しながら優先順
位をつけて実施でき
る。

全体の流れを把握し、
スケジュールを意識し
ながらメンバーに作業
を割り振ることができ
る。

Ｇ
主体性

社会を支える当事者としての意識を持
ち、地域や国内外の未来を真剣に考え
ることができる。

所属する集団の一員と
しての自覚を持つ。

社会の一員としての自
覚を持ち、社会の抱え
る問題に目を向けよう
とする。

社会をより良くしよう
という意思を持ち、社
会がより良くなるため
の考えを持つ。

社会に貢献しようとす
る意欲と自分なりの価
値観を持ち、自ら社会
に影響を及ぼそうとす
る。

社会・未来をよくしよ
うとする志を持ち、自
分自身の意見を他者に
説明し、理解と共感を
得ることができる。

Ｈ
寛容的態度

文化や価値観の違う他者を受け入れ、
思いやるあたたかさを持ち、協調して
共に高めようとすることができる。

異なる文化や価値観の
違いがあることを知っ
ている。

異なる文化や価値観の
違いを理解しようと努
める。

異なる文化や価値観を
尊重する。

異なる文化や価値観を
尊重し、受け入れる。

異なる文化や価値観を
自分や社会をより良く
していくための重要な
ものと考えて受け入れ
られる。

Ｉ
協働力

仲間と協力・協働しながら互いに高め
あえる行動が取れる。

集団や他者との中で、
決められたことや指示
されたことに一人で取
り組むことができる。

集団や他者との中で、
目標達成や問題解決に
向けて、積極的に意見
を出したり、率先して
行動したりできる。

集団や他者との中で、
自分の役割を見つけ個
性を活かして取り組み
ながら、身近なメン
バーの個性を引き出し
たり、支援したりでき
る。

集団や他者との中で、
他者の良さに共感し、
チームの一員として、
共通の目標に向かって
協力しながら活動を進
めることができる。

集団や他者との中で、
互いに良い部分を認
め、高め合いながら、
厳しいことも指摘でき
る信頼関係を築き、活
動を進めることができ
る。

Ｊ地域への愛着・
地域志向

地域に対する愛着を持ち、地域の良さ
を認めつつ、地域課題の解決に貢献し
たいと思う。

地域の歴史や文化、経
済等について基本的な
ことを知っている。

地域の歴史や文化、経
済等について、基本的
なことに加え、自ら学
んでもいる。

地域の歴史や文化、経
済等、多様な知識を持
ち、その実態を理解し
ている。

地域の歴史や文化、経
済等、多様な知識を持
ち、その実態を理解す
るとともに課題にも気
付いている。

地域の歴史や文化、経
済等、多様な知識を持
ち、実態を理解すると
ともに、課題の解決に
貢献したいと思う。

地域との連携を通し
て、探究的・実践的な
教育を実現する

地域活力の向上に生徒
自らが貢献できると思
うようになる

地域にとって次代の担
い手を輩出する

地域に愛され、地域に
信頼される

資料４
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アクションプラン（案）

＜平成３０年度（２０１８年度）＞
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内容

＜２０１９年度＞
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内容

＜２０２０年度＞
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内容

＜２０２１年度＞
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 指定

終了後

内容

チーム
編成

ＷＧ
（ワーキ
ング・グ
ループ）
編成

「協働」
の継続

チーム（協議会等）会議①
・チーム顔合わせ
・全体構想検討
・アクションプラン検討
・ＷＧ事業(前期)の検討
等

チーム（協議会等）会議②
・全体構想決定
・アクションプラン策定
・ＷＧ事業(前期)実践報告
・ＷＧ事業(後期)の検討
等

チーム（協議会等）会議③
・ＷＧ事業(後期)実践報告
・2019年度の取組検証
・2020年度協働事業に向けた
改善案の検討 等

チーム（協議会等）会議⑧
・ＷＧ事業(前期)実践報告
・ＷＧ事業(後期)の検討
・実践報告とりまとめ
・実践報告会実施要領検討 等

実践
報告会

実践
報告書
提出

チーム（協議会等）会議④
・新チーム顔合わせ
・アクションプラン確認
・2019年度事業報告
・2020年度事業計画 等

チーム（協議会等）会議⑤
・ＷＧ事業(前期)実践報告
・ＷＧ事業(後期)の検討
・中間報告とりまとめ
・中間報告会実施要領検討 等

チーム（協議会等）会議⑥
・ＷＧ事業(後期)実践報告
・2020年度の取組検証
・中間報告を踏まえた改善案の検討
等

中間報告会
(フォーラ
ム予定）

モデル
の普及

協働事業の準備
・学校組織の立ち上げ
・関係町への説明
・関係町への聞き取り
・2019年度前半の協働
事業案作成

・2019年度予算案作成

各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2019前期） 各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2019後期）

次年度協
働事業の
準備

新チーム
編成

新ＷＧ
編成

各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2020前期） 各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2020後期）

次年度協
働事業の
準備

新チーム
編成

新ＷＧ
編成

チーム（協議会等）会議⑦
・新チーム顔合わせ
・アクションプラン確認
・2020年度事業報告
・2021年度事業計画 等

各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2021前期） 各ＷＧによる協働事業の準備・実践（2021後期）

チーム（協議会等）会議⑨
・ＷＧ事業(後期)実践報告
・プロジェクト取組検証
・指定終了後の協働事業の
検討 等

資料５

地域連携
アイディア

募集
アンケート
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「地域とつながる魅力ある高校づくり・白石高校」について 

地域との目指す姿の共有について 
 
１． 白石町役場企画財政課との話し合い 

① 期日  ７月２３日（火） 
② 出席者 企画財政課２名   

    学校関係者２名 
③ 内容 
・今年度、企画政策課としては、目指す姿の「地域活力の向上に生徒自らが

貢献できると思うようになる学校」について課内で意見を出し合った。 
  ・町の色々な催しに高校生が協力をしてほしい。 
  ・町の図書館の有効な活用について高校生に考えてもらいたい。 
   （中・高校生の利用が極端に低い。） 
  ・要請があれば、出前講座等の職員は派遣できる。 
   （学校教育課・企画財政課・ 寿社会課・産業課） 
   １年生（普通科キャンパス）の探究の時間を使っての授業実施（９月３０

日） 
  ・白石町のイメージ等を高校生の視点から聞きたい。 
  ・ 
２．大町町教育委員会との話し合い 

① 期日  ７月２３日（火） 
② 出席者 大町町教育委員会１名   

    学校関係者２名 
③ 内容 

  ・今年度、教育委員会としては、目指す姿の「地域活力の向上に生徒自らが
貢献できると思うようになる学校」について課内で意見を出し合った。 

  ・町の課題を高校生に知ってもらう。 
  ・町の色々な催しに高校生が協力をしてほしい。 
   
 ※江北町は日程の都合が上手く取れなかったので後日に行う予定。 
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隠岐島前教育魅力化プロジェクト視察報告 

１ 目的 
 ・ 「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」に係る高校と地域の協働の仕組みを

つくるため、先進地域である島根県隠岐島前地区の事例を学び、今後の参考とする。 
 ・ 視察プログラムに参加した他県の参加者と、高校魅力化の進め方や課題解決等につい

て情報交換を行い、本校の魅力化向上のヒントを得る。 
２ 日時 
  令和元年６月 13  （ ） 6 月 15 日（土） 
３ 視察先 
  隠岐國学習センター（島根県隠岐郡海士町福井 1339） 
  島根県立隠岐島前高等学校（島根県隠岐郡海士町福井 1403） 
４ 行程 
  6 月 13 日（木） プログラム 1 日目 
   13:30      隠岐國学習センター集合 
   13:30 13:45  プログラムの説明 
   13:45 14:00  参加者自己紹介 
   13:00 16:15  島前教育魅力化プロジェクト説明・質疑応答 
   16:15 16:30  三燈寮（男子寮）へ移動 
   16:30 17:00  三燈寮見学 
     
  6 月 14 日（金）8:55 22:00 プログラム 2 日目 
    8:55      隠岐島前高校前集合 
    9:00 10:30  隠岐島前高校概況説明・質疑応答 
   10:45 12:35  隠岐島前高校授業見学 
   13:30 17:30  特別プラン（隠岐國学習センター） 
   13:30      特別プラン説明および導入 
   14:30 15:30   内 （前海 町 ）との対話 
   15:30 17:30  個別セッション及び各団体との情報共有 
   19:15      再集合 
   19:30 22:00  高 3 じぶん夢ゼミ特別公開授業「かたらーや」 
 
  6 月 15 日（土） 8:00 9:00 プログラム 3 日目 
    7:55      隠岐國学習センター集合 
    8:00 9:20   振り返りと学びの共有 
    

資料８ 
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５ 研修報告 
＜高校と地域の協働の仕組みについて＞ 
○ 高校と地域の協働についての仕組みづくりについて大きな役割を果たしているのは、

「コーディネーター」と呼ばれるスタッフである。 
○ 隠岐島前高校については、募集定員は各学年 80 名の 2 学級規模の高校である。生徒の

約半分が島外の生徒であり、県外からも定員の 30％を上限として入学させることができ
る。島外の生徒の多くは、学校に隣接する寮で生活している。寮生には「島親」が一人ず
つおり、休みの日など寮や島親宅で交流を深めているそうである。 

  また、ＳＧＨの指定校であり、シンガポールへの研修旅行の他、ロシアとブータンに 4
名ずつ生徒を研修に行かせている。 

職員数は３３名で、離島振興法の改正により 10 名程度の加算されている。また、ＡＬ
Ｔ1 名を含む魅力化スタッフが 6 名おり、4 人が常勤コーディネーターとして、「総合的
な学習（探求）」や学校設定科目の授業づくりから地域連携の窓口、生徒募集関連業務な
ど多様な業務に関わっている。コーディネーターは県教委所属だが、海士町が雇用してい
る。 

 
＜今回の視察の参加者との情報交換について＞ 
○ 参加者は全員で我々を含め 25 名程度であり、我々のように複数名での参加もあったが、

単身で参加されている方もいらっしゃった。「魅力化」という目的は同じでも、様々な立
場の方がそれぞれの課題を持って参加されていた。他県の「教育の魅力化」に係る様々な
話が聞けて大変勉強になった。 

 
＜総括＞ 
○ 「隠岐島前高校魅力化プロジェクト」に欠かすことができないのは、いろいろな視点か

ら魅力づくりを考えていける、島外からやってきたコーディネーターの存在である。彼ら
が新しい視点で「海士町」の地域振興を考えたとき、隠岐島前高校が一つの地域資源だっ
たという見方が妥当かもしれない。 

本県の場合とはバックグラウンドがかなり異なるが、本校なりの「県立高校の魅力化」
に取り組んでいかなければならないと思った。とは言え、本校が置かれている現状を踏ま
えると、一朝一夕に結果が出るものではない。着実に進めることと持続可能な取組である
必要がある。改めて、本県としての高校の魅力づくりとは何なのか、その中で本校の存在
感を高めていく方策はどういったものがあるのか考える必要があると思った。 
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普通科キャンパス 商業科キャンパス

実績 5月16日 第1回チーム会議開催（高校・３町） 第1回チーム会議開催（高校・３町）

5月25日 小中学校連携事業（白石アスリート（陸上）練習会）

6月 学校ＨＰにコンテンツ設置 学校ＨＰにコンテンツ設置

6月13日 小中学校連携事業（杵島地区剣道合同稽古会）

6月13日
～15日 先進校視察（島根県立隠岐島前高校・隠岐國学習センター） 先進校視察（島根県立隠岐島前高校・隠岐國学習センター）

6月～7月 3町訪問（魅力ある学校について、連携の在り方について等聞き取り）
3町訪問（魅力ある学校について、連携の在り方について等聞
き取り）

6月～7月 チーム名募集（生徒・職員） チーム名募集（生徒・職員）

7月2日 西九州大学（看護学部）体験・見学会【普C18名、商C1名　計19
名参加】

西九州大学（看護学部）体験・見学会【普C18名、商C1名　計19
名参加】

7月9日 佐賀県高等学校商業研究発表大会（大町町のトライアル進出に係
る取材に基づく報告）→優秀賞受賞

7月11日 長谷川アドバイザーとの意見交換 長谷川アドバイザーとの意見交換

7月16日 鳳雛塾による生徒対象ワークショップ「高校生目線の魅力ある学
校とは？」（校舎別）

鳳雛塾による生徒対象ワークショップ「高校生目線の魅力ある学
校とは？」（校舎別）

7月30日 ドイツスポーツ少年団受入れ（剣道・ボッチャ体験、インクルー
ジョンに関する討議）

8月1日 中学生対象プログラミング教室

8月2日 小学生対象プログラミング教室

8月7日
～9日 シニア向けタブレット教室

8月20日 中学生対象オンライン英会話（高校一日体験入学で実施）

8月23日 「魅力づくりプロジェクト」情報交換会 「魅力づくりプロジェクト」情報交換会

9月～11月 普商合同チームでの「企画甲子園」参加（一次審査突破） 普商合同チームでの「企画甲子園」参加（一次審査突破）

9月30日 白石町役場職員からの講義（白石町の抱える課題や将来像、地元
の高校生に望むこと等）

10月9日 長谷川アドバイザーとの意見交換 長谷川アドバイザーとの意見交換

10月12日 小中学校連携事業（白石アスリート（陸上）練習会）

10月17日 小中学校連携事業（杵島地区剣道合同稽古会）

11月6日 白石町副町長講演「白石町の将来について」

11月6日 大町町地域おこし協力隊の方の講演及びディスカッション

11月9日 【販売実習】江北町イオン

11月16日
～17日 【販売実習】武雄市地域イベント

11月17日 【販売実習】江北町地域イベント

11月16日 職業人講話

11月21日 第2回チーム会議 第2回チーム会議

予定 11月22日 白石中学校訪問・高校プレゼン（両キャンパス生徒会合同） 白石中学校訪問・高校プレゼン（両キャンパス生徒会合同）

11月～12月 アイデア募集アンケート（対象：生徒、職員、地域住民） アイデア募集アンケート（対象：生徒、職員、地域住民）

12月3日
～4日

先進校視察（京都府立京都すばる高校、京都市立堀川高校、
大阪府立ビジネスフロンティア高校）

先進校視察（京都府立京都すばる高校、京都市立堀川高校、
大阪府立ビジネスフロンティア高校）

12月4日 いのちの教育講演会（生徒・保護者・地域住民） いのちの教育講演会（生徒・保護者・地域住民）

12月頃 スポーツ教室（陸上）

12月頃 プログラミング教室

1月頃 第3回チーム会議 第3回チーム会議

1月頃 スポーツ教室（剣道）

3月頃 次年度協働事業検討会議 次年度協働事業検討会議

２０１９年度前期WG事業報告及び後期WG事業計画

期日
取組内容

資料９
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令和元年度命の教育講演会実施要項 

 

１ 目的 

  将来の社会を担う高校生に対し、事件・自己被害者遺族の方々の講演を通じて、被害者の方々が受け

た心の痛み、子どもを亡くした親の思い、生命の大切さ、被害者も加害者も出さない社会を希求する真

摯な願いを伝えることで、規範意識の向上を図る。また、本講演会を地域の方々へ案内し、講師の思い

を地域の方々と共有することで、生命の尊さを改めて認識し、自分や家族だけでなく、他人の命を大切

に思う気持ちを育み、地域社会の安全・安心について考えるきっかけとする。 

 

２ 日時 

  令和元年１２月４日（水） １４：２０開場 １４：４５～１５：４５ 

 

３ 場所 

  杵島郡白石町大字今泉１３８－１ 

佐賀県立白石高等学校（普通科キャンパス） 体育館 

 

４ 内容 

  演題「犯罪被害者遺族の想い」 

  講師 清水 誠一郎 氏 

 

５ 参加者 

  生徒 ６５６名  職員 ７７名  及び 地域の方  

資料１０ 
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白石・杵島商業・新白石版「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」 

 

地域連携事業アイディア募集アンケート実施要領（案） 
 

１ 目的 

  高校と地域の連携事業に係るアイディアを地域の方々から広く募り、地域ニーズや地域の課題に

ついて考察するとともに、実施可能性や効果も勘案しながら、本プロジェクトＷＧ事業へ反映して

取り組むことで、今後の事業の充実を図る。 

 

２ 募集期間 

  令和元年１１月２９日（金）～令和２年１月３１日（金） 

 

３ 募集方法 

   アンケート用紙による募集 

  ・ ３町の役場に協力してもらい、アンケート用紙（無記名）と提出箱を設置し、月末に回収す

る。学校への持参や郵送についても受け付けるものとする。 

   メールによる募集 

  ・ 学校ＨＰに「地域連携事業アイディア募集アンケート」のコンテンツを作成し、メールで応

募してもらう。提出先のメールアドレスは、新システムの新白石高校のものとする。 

（shiroishikoukou-n@education.saga.jp） 

 

４ 選考方法 

   第３回チーム会議までに、取り入れることが可能で効果的なアイディアを事務局で選び、事務

局案を作成する。 

   第３回チーム会議で事務局案を検討し、アイディアを取り入れるＷＧや実施する時期等につい

て決定する。 

   令和２年度のＷＧ事業案に反映する。 

 

５ 公表 

 ・ 応募総数や採用案等については、学校ＨＰにより公表する。 

 

   

資料１１ 
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白石・杵島商業・新白石版「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」 

 

地域連携事業のアイディアを募集します！ 
 

今年度、本校は佐賀県教育庁教育振興課から、地域との協働による高校の魅力づくりプロジェクトの

モデル校として指定を受けました。この事業は、本校と本校が所在する白石町、大町町及び関係の深い

江北町の３町が協働・連携することで、『地域の元気度アップ！』『学校の魅力度アップ！』を目指そう

というものです。 

現在、学校で育成すべき資質・能力は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」等にとどまりませ

ん。「学びに向かう力・人間性」を育成し、学んだことを人生や社会に生かすことも求められています。

この要請に応えるためには、教室で授業を受けるだけではなく、主体的に体験的活動に取り組んだり、

協働や対話によって他者の考えも受け入れながら自分の考えを広げ深めたりすることが必要です。地域

連携事業の取組が、持っている知識を関連付けたり、課題を発見したり、問題解決力や創造力等を高め、

持続可能な地域社会の担い手育成につながっていくと考えています。 

本年度この事業に着手して以来、スポーツ教室やプログラミング教室、講演会や地域をテーマとした

研究活動等、様々な取組をしてきましたが、より一層地域とのつながりを強め、『地域の元気度アップ！』

『学校の魅力度アップ！』を達成するため、下記の要領で地域の皆様から本校と地域との連携事業のア

イディアを募集したいと思います。奮ってご応募ください。 

  

記 

 

１ 応募期間 

  令和元年 11 月２９日（金）～令和２年１月３１日（金）17 時まで 

２ 応募方法  

   応募用紙に記入して、備え付けの箱に提出 

  パソコンなどから新白石高校あてメールにて提出 

  （メールアドレス 

shiroishikoukou-n@education.saga.jp） 

３ 公表方法 

 ・ 応募総数や採用案等については、学校ＨＰにて公表 

 

白石・杵島商業・新白石版「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」 

地域連携事業アイディア募集！  

アイディアの例：子育てサークルの絵本の読み聞かせを生徒に手伝ってほしい。 

        桜の時期に学校でお花見をさせてほしい。 

＜私のアイディア＞ 

 
 
 

切り取り線
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